




遺　　跡　　名 板付遺跡 調　査　次　数 第 77次 遺　跡　略　号 ITZ － 77
調　査　番　号 2211 分布地図図幅名 24 遺 跡 登 録 番 号 0094
申  請  地  面  積 381.54㎡ 調 査 対 象 面 積 93.77㎡ 調　査　面　積 99.9㎡
調　査　期　間 令和 4年 5月 23日～令和 4年 6月 24日 事 前 審 査 番 号 2021 ‐ 2 ‐ 1235
調　　査　　地 福岡市博多区板付５丁目 7－ 115
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報　告　書　抄　録
ふりがな いたづけ 13
書名 板付 13
副書名 ―板付遺跡第 77次調査報告―
シリーズ名 福岡市埋蔵文化財調査報告書
シリーズ番号 第 1497 集
編著者名 山本晃平
編集機関 福岡市教育委員会
所在地 〒 810-8621　福岡県福岡市中央区天神１丁目８番１号　　TEL 092-711-4667
発行年月日 2024 年 3月 22日
ふりがな

所収遺跡名

ふりがな

所在地
コード 北緯 東経 発掘期間 発掘面積 

　　（㎡）
発掘原因

市町村 遺跡番
号

いたづけいせき

板付遺跡

ふくおかけんふくおかし

福岡県福岡市
はかたくいたづけ

博多区板付５丁目
７－１１５

40137 94
33°
33′
45″

130°
27′
11″

20220523
～
20220624

99.9 記録保存調査

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項
板 付 遺 跡 
第 77 次調査

集落 弥生時代中期～近世 溝・柱穴列 弥生土器、須恵器、
土師器、陶磁器、木
器

弥生時代中期から近世に
かけての集落跡

要　約 　今回の調査地点は板付遺跡の南西側に位置し、遺跡が立地している１つの南台地の西側
端に位置する。検出遺構は大溝 1条、溝 2条、柱穴列、その他柱穴・ピットである。大溝
からは多量の弥生土器片、鋤などの木器類、石 などの石製品が出土しており、遺物の出
土状況から打ち捨てられたものと考えられる。また木器には鉄器使用の痕跡が認められる。
時期は弥生時代中期後半頃である。また大溝上層には古代の包含層があり、すぐそばを通
るとされる官道と時期が近いことから、その関連のものと考える。
　溝 2条は並行している浅い溝である。出土遺物から中世以降と考えられる。
　大溝は台地を巡る外環濠の可能性もあり、板付遺跡の集落構成を考える上で重要な知見
を得られた。




